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第35回明治東洋医学院学術集談会

平成 23年 12月 20日（火）17：00～
於：10号館 2階 21教室

プ ロ グ ラ ム

開会の辞（17：00～ 17：05）　　　研究部長　　雨　貝　　孝

発　表 （各 10分間発表・各 5分間討論）

17：05～ 17：20
1．運動誘発性酸化ストレスとその性差
  〔医学教育研究センター　生理学ユニット〕　　林　　知也

17：20～ 17：35
2．運動器系鍼灸研究の現在，そして今後
  〔鍼灸学部　臨床鍼灸学ユニット〕　　井上　基浩

17：35～ 17：50
3．超音波診断装置による筋・軟部組織損傷の治癒過程の定量評価の検討
  　〔保健医療学部　基礎柔道整復学 Iユニット〕　　川村　　茂

17：50～ 18：05
4．リハビリテーション看護の役割と課題
  　〔看護学部　リハビリテーション看護学ユニット〕　　清野たか枝

18：05～ 18：20
5．疾患から人を治す治療へ“リハビリテーションの立場から”
  〔医学教育研究センター　リハビリテーション科学ユニット〕　　松本　和久

閉会の辞（18：20～ 18：25）
　  〔医学教育研究センター　整形外科学ユニット〕　　大橋　鈴世
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